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（株）タイカ、（株）モンベル、（株）ピラミッドジャパンより賛同・支援をいただいています。 

より 

カンボジアクライミング選手権大会２０２０ 開催できました 

 

by Angkor Climbers net                        第２８号 

2020年 12月上旬に予定されていたカンボジアクライミング選手権大会兼第 10回アンコールカップは、コロナのため 2度

程延期されていましたが、2021 年 1 月 4～6 日に実施できました。日本から大会のために渡航することは誰もできない中

で、またカンボジア教育省から大会規模に制限を受けて、それに合わせた競技ルール設定、ルートセットやビレイや競技

進行等がカンボジア人の手でできました。そして大きな怪我もなく無事終えることができました。ありがとうございました。 
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恒例となった、大会前の指導者研修会、今年は感染対策をしっかりおこなって実施されました。 

いつもなら参加人数の拡大をはかりたいところですが、コ

ロナで逆に人数を抑えなければならないので、1人 2種目

以内という参加制限が設けられました。そのため、ここ何

回か行なってきた、紙上コンバインド計算（スピード・リード・ボルダリング、その 3 種目の順位を掛け算した数の少ない者を表彰）は

今回お休みです。また、参加者数の均等化をねらい、年齢区分は、例年の IFSC ユース区分ではなく、独自に分けました。実施が

2021 年になりましたが、年齢は 2020 年末の時点で三つに分けています。最初のスピード種目は、正規ホールドの半分以下の数で

す。予選は行なわず、2回のうち、良い方のタイムをとりました。参加者は男女合計で 16名。競技は開会後 1時間以内に終了。写真

には研修会に参加して新しくビレイを学んだ先生たちの姿もあります。プノンクライムコーチのセイハが先生方に説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スピード 2021年 1月４日午前 

 カンボジアクライミング連盟指導者研修会 2020年11月5～9日  

今年で10回目

のアンコール

カップ、初め

て大会名がク

メール語で印

刷できました 

今年も、競技規則の説明、審判指導、記録集計、決勝

進出通告そして怪我人の手当と大忙しのテビー 
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今回は、チーフルートセッターのセイハとオフィシャル主任テビーだけでなく、メサ、ワンナックなど

このウォールで育ったスタッフ、また「出場は 2 種目以内」の規定によりかえってあれこれ手伝いがで

きたチェニイ、バランをはじめとする若い先輩たちが活躍しました。送られてきた動画などを見ても、 

https://www.facebook.com/128567483934772/videos/150970253494208 ここで育ち、さらにプノン

ペンの Phnom Climb Community Gym でしっかり安全教育を受けたスタッフが、少し心もとない先生方

のビレイをバックアップしている様子がわかります。この試合に先立ち、旅行禁止令が出ていたプノンペンとシェムリアプ間のスタッ

フが、オンラインで会議できるようになったのも、良かったことです。写真は12月のCCF技術スタッフミーティング。CCFのFacebook

にはクメール語で「大会プログラム、予算、招待者、スタッフの役割、感染対策等について話し合った」という報告が出ていました。 

 

ルートは予選決勝とも 1 本ずつ。13 歳以下はトップ

ロープ、男女計30人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リード 予選 4日午後 決勝５日午前 

決勝進出者は朝か

ら後ろ向きに着席 

男子 19 歳以上の決勝ルートはとても難しかったとのこと

で、終了後もトライアル希望者が並んでいたようです。

ACN フェイスブックの上記動画のシーンは上部に届いて

いますので、その時の撮影も含まれているようですね。 

https://www.facebook.com/128567483934772/videos/150970253494208
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男女計35人が参加 男女年齢別 

5人ずつが決勝に進みました。 

急遽平日の開催が決まったため、

過去数年なら日曜か祝日最終日のこの種目には社会人や外国人の参加が多いところでしたが、今年は難しかったですね。もっとも

できる時にやっておいて良かったのです。その後またプノンペンがロックダウンとなりましたので。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボルダリング 予選５日午後 決勝６日午前 

予選では上のように、各面の審判に登るルートを申告し、失敗したら列の後ろにまわり、時間内に登

れた本数を競いました。決勝は Zoneと Topのある本格ルート、間の 4分は後ろ向きにすわります。 
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まだオリ・パラやグローバルフェスタがあるかどうかわかりません。第一、私たち ACN の総会すらできるかどうかもわかりません。

でも、何かのイベントはできるでしょうと多摩地区限定の真如苑助成金を申し込みました。多摩限定とはいえ、真如苑には 2015年に

「カンボジアユースクライマー支援プロジェクト」でチェニイとキムスロイの日本渡航費をご支援いただき、多摩地区起点に長野県佐

久市と埼玉県飯能市や加須市への活動にも助成を頂いた実績があります。2016 年にはその報告活動にも助成金をいただきました。

そしてこのたび同助成金の決定通知がきました。多摩地区には 15の市にクライミングジムがあります。ボルダーもあります。まだご

内諾いただいたジムは 1 つだけですが、ジム起点で日本のクライマーと聖地クーレン山をつなぐオンラインイベントは？なども考え

られます。以下2015,2016年のイベント等ですが、これにとらわれず、皆さんのアイデアを事務局や理事までご連絡ください！ 

 

N

NPO法人アンコール・クライマーズ・ネット（日本事務局） 

ＡＣＮへ入会をご希望の方は、随時下記宛て、郵送、電話、

メール、のいずれかでお知らせください。一般個人会員の年会費は￥５，０００です。事業年度（7/1～翌年 6/30 まで）に対応

して納入をお願いしています。みなさまの支えがカンボジアの青少年の、健全な成長を継続する確実な助けになります。 

〒182-0025 東京都調布市多摩川5-3-1-506  tel.  042-498-2488  Email: info@angkorclimbers.net 

From ACN’s Desk：事務局から 

    今年は日本国内イベント計画  

飯能 特に東京都多摩地区のジム・ボルダーなどにお心当たりは？ 

 

飯能 
調布 府中 佐久 

多摩 

調布 

国分寺 加須 

高尾山 

調布 飯能 

真如苑助成決定 

 

mailto:info@angkorclimbers.net
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アンコールクライマーズネットニューズレター 

・ＮＰＯ法人としての会員は現在 53名、会員として継続的な支援をお願いします  

・寄付・寄贈  2008年にＮＧＯとしてスタートしてから 2021/3/31現在までの、寄付金累積総額は、\10,835,970+ US$14,167 

となりました。 また、里親基金累計総額は、\5,490,000 +US$1,250です。大変ありがとうございました。 

、2020年9月～2021年3月までに、ご寄付、ご寄贈、里親出資いただいた方は下記の通りです。なお、本お知らせは、ニューズレタ

ーと連携して対応する期間に寄付された方のお名前だけを本誌にて、順次お知らせしています。 
－寄付    浅田信一郎様、林武子様、佐藤未帆様、クロマーユーユー様、小林五月様、有泉重正様、栗原孝様、堀田圭子様 

－寄贈  ※寄贈及び奉仕活動をもってご支援いただいた方も含みます。  門多真理子様、髙木智子様、Lisa Twaronite様、福神

和子様、伊藤洋美様 Tシャツ、クロマー、頑張るゾウさん、などを通じてご協力いただいた方々のお名前はその都度記録して

いませんが、この期間にも事務局にご連絡いただき、お買い上げくださった方がおいでになります。ありがとうございました。  

－里親   堀田圭子様、才原明男様、清水不二様     （順不同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10年前の写真、クーレン山へ中学生ハイキング、この８人のうち5人が今回の選手権大

会の中心的実行推進者、また現カンボジアクライミング連盟（Cambodia Climbing 

Federation =CCF)の理事にもなっている。CCFのカンボジア語を逐語訳するとカンボ

ジア登山連盟、こうやって自然の中で遊んだことが今の彼らを支える力になっているの

かもしれない。白シャツのセイハ、現Phnom Climb Community Gym コーチ、今で

はジムのフェイスブックで皆に登り方を教えたり、ホールドの説明をしたりしている。

10年前はみんなFacebookのアカウントを持っていなかったから「この日の思い出」に

は出てこない写真、今だったらきっとこのうちの何人かは投稿しただろうな。(Chimi) 

プノンクライムのFacebook https://www.facebook.com/PhnomClimb/ にはセイハ、チェニイ、ワンナックと今年から新たに

加わったペトラーをいれて4人のシェムリアプACN卒業生が、毎日のように日替わりで登場しています。 

01 カンボジアクライミング選手権

大会2020 兼 10th Angkor Cup   

05 真如苑公募助成決定 

   事務局から    

06  Editor’s Note   
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〒182-0025 東京都調布市多摩川5-3-1-506 

tel 042-498-2488 fax 042-498-2488 

www.angkorclimbers.net   facebook  angkorclimbersnet 

 

☆☆☆ アンコールクライマーズネット連絡先 ☆☆☆ 

■アンコールクライマーズネット（日本） 

 

〒182-0025東京都調布市多摩川5-3-1-506 

tel.  042-498-2488 

 

■アンコールクライマーズネット（カンボジア） 

Angkor Climbers Net（ACN） 

tel. +855-(0)92-336 924, +855-(0)12-793 221 

・人工壁所在地 （この宛名に上記電話番号 092-336924併記で

局留になります。電話番号の記入がないと届きません。郵便

物の宅配は、ありません） 

Angkor Climbing Wall (グーグルマップ上の名称です。3輪タク

シー PasApp等はこの名前でウォールに案内してくれます。)   

Krous village, Svay Dangkum commune、Siem Reap city,  

Siem Reap province, Cambodia 

■ email  info@angkorclimbers.net   
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カンボジア登山連盟？ 

★★★ 寄付及び会費専用口座 ★★★ 

■ゆうちょ銀行 

記号       10010 

番号       75286831 

口座名  アンコールクライマーズネット 

 

■三菱 UFJ銀行 

支店名：調布支店 

預金種目：普通預金 口座番号：0081781 

口座名：アンコールクライマーズネット 

 

Ｗｅｂサイトでもご確認いただけます。 

http://www.angkorclimbers.net/ 

 

☆ アンコールクライマーズネット連絡先 ☆ 

■ Facebook 

https://www.facebook.com/angkorclimbersnet/ 

https://www.facebook.com/PhnomClimb/
http://www.angkorclimbers.net/
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